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飩浚輯伶

趾徒鯰悽鯰輪鰺餘鰺聟鰊鰺舎

髪多● :裏斃笈多舞繹≒拳学後 重多多.燿雖多萎ちが後をLて く%多 婆
多套亀多燿舞塞ら ,多マ膠レター 葬予―多蝙秒嬌多髪繹甕多参疱て≒

雖匁た後%後 で髪をЮ蓼≒彦蝙秒■4鶏 ,多 ,こ饒葬てくだ多参亀そう
ですを多悽繹院と″毛 ,こち多 彦■で劣っ発たノ亀髪つてくだ多をL多

多た多彩なな維多匁なか髪う碁ξ券多らた多

裂髪箋鬱L鼈霧診多鼈袂笏鐙蒙允幕餃りでもち移す。電心をヽイラヱ多.リ アルレ扮亀〃/
参考子をア0こ 多ゑデザイン等考,な 亀〃ノ猛咆す杢像了等したら霧えけ⊆黎て晰を軽蒙老
る。な星〃プをRな箋多秒趾な方子.●魏屹し多燿{扮 亀〃ジうこ雖鼈憑幸六骰〃毀～ぞ季
一けり多れゑと炒つて晰鬱ちてみでくたみちLぅ 蒻鑢鑽しらや多勒恣院を考輯炉みで発了多す

`

やサイズ :舞

磋亀 :髪 轟シ `甕上が多多確ノク舞:こな等多す多シ

躊髪蒻 :/髪
`多

多琴多なるが,多考券毛多参ガ多釜券考
'多

.多薦家多て ,こ多彩をしな多す多

扮寡多劣羞 :え多多彩巽 :こ髪を買:多 メーールで葬髪 ¥了 多t‐多

氣髪髪免 :晉うフZ″多:袋 え後多数力多多斃見舞う華 7-:彩―絡を

髪多参義〃ノ後髪を アザンター 夢ラ″彩多多
茅ノールやは多 :婁 :ダ菱多 :ここ髪を多争奪 蓼で
多髪
`班

多7形 ンター 年ラー多髪Jとえれて発髪 ¥了 多をL多

多彩多4第マ彦ン 多ター 葬予―移グ :多多7杉 r4′ グ,:多年多多彩多 :班 :多彩つて葬多なら ,
多多奪.多多菱筵 :多多象等多寡蓼をL多形を

'多

多え多鬱ん,名だ套.孝 0で ,多 .多髪参
褒ガノ髪多多多裏多孝墓:裏 とが多等多す.参 難〃ノ象等誓た奏え拳ちそ姦〃ノ多髪Z
多亀をLえ .多多Zを多て参登〃ノ:こ霧多ろ鼻ケこなつええ.を 通〃ノが多象考えなど.
参亀〃ノ:こ甕多ろをてみえを,多務:多 7警 ン ダウ‐‐‐‐多予―を多孝ことを多雀多たちL髪
孝を
'多
す
`
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翡重餃輯な不蝙欲当翡贔蒻隧

プ膠膠膠― 熙膠―条径
癸洸蜆 熙苓ι六碕隧 瞼袢盪箋

悽蒟鰺鞣 髪霧多プ

菫獲髯骰

會釉呻藝痰蛯浴巾
鸞會釉呻睾飩疾螂惑 屹仁贔芍 髪髪多了

マワンター トラー勢考髪後量彩
舞多参亀〃ノ多彩後、多多彩毛作霧ク

餃釉鬱疱錮鰤扮釉令恣鬱疱
贔颯勒飩 髪多ざ

螢申辣瞼洸會勒孟藝笏餃

鑢袢そなわ 移多多熙

多彩髪彦琴

聰ざ鶏鼈阜扮釉六睾贅晰鯰狡軋 多移多ρ藉

膠%イ プ扮瞼六藝曖斬鼈魏繹薇冷 多多多ρ黎
「インター孝ァ葬シファゴングがクt〃ノを多予?:
「′ァ/葬分を.グ ク/象多

=み
葬多 i

「多毛チ″
―
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籟笙乏翡了了了

扮哄たメ贅鮨能嶼炒

齊盪鰺鑽虔屏

蒻琢寺姦み:`:箕ダ孝舞また:■ 1華 脅多で、上が

ったシ下がったりしてをします多このような多髪

参勿ZZ機 ,it選 そЙ場,こ よるラ:角 と毛塚 ,こ ,i
たらく髪を考のを力 :こ よつて多:そ なこ暮れ t

箋髪汐Jと 存
'ず

れます.粂鍛で多看して井ると

多夕を孝多する機会′
=多
多,こ為季多なんが、残

:こ髪:みゼ
~■
1勧 :;、 多が多ち才し

'`務
警
'こ

t ラ:す
‐
テ:ブ

多字:こ と,生活髪家かガラジ≧変化するので、

そ参影響 :i多 :多 舞れませんじ老葬行夕を多汐
'こ霧多各をている多物ち少なくなく、復えまず≒ク

サアグそ芳プ ト〃二,;え多参多〃 :こ多わ考て老

葬することが多られてしヽ多す。クtガメみ多ジ評

,こつし`て :ル 、「多髪をこあわせて上陸してくる壺

との髪を多燿で考工多籍峯んから多多 :こ髪く分

ですん1、 /‐ :Z,'こ れ
'こ

つて考えてみまし二う̀

クtガプが家蒙をこ|≒ろ甕,i浮力が:;た らな形

をヽて
'｀

みので、家孝移動 4遊象ウ :こ感、そ才しな

ど考えが髭孝り多iそん今しかし,″ク彰4,こ i多釜彰
~ろ

と,多を考:多 すらなケタれ ,ダならなくなり、多≧
義多後がえを考多多 :こなつてしましヽ多夕ι多く

各場合、メス,itみが裟を多った考え墓れたり

しな■i多 ,こ多■多分葬までをえ婚 多参します。

しかち、多がラ:'‐てι～二うえt多ちてレヽまうが葬

発す毛三ま
`死
しです.それで、多髪 :こあわ考て

:1黎すれイ鯵
'1多

多 :こかかる負多を多絃てをろ

から、プス:こ をつて:,多象としヽ多わ:′です多象

鰺瑕

瞼影

髪多が多多まを墓夕しろまで多舅Zの多霊′
=で
戒、貴変 ,二警

労をして0しみをLち力を髪であげ舞ろしして,ヽま

したから.多峯こ上難してくるクt〃メを見てみ

舞みん遊がそのよう:二考えたの雑なろ,箕 どもっ

とちな形ですし、孝髪:こそラな多みちしれませ

′ノ.

しかし. 2摯のタイニングを姦汐の確多を調
′
=てみると、多彩今後 ,こ二場が多くなる場をも

多るのですかれそ うならなをヽえ後が多く、多究

者寿脅そう多くなえが定まつませんでした。で

,■ .をゼそうなるのでしょうか ?

最スのポイン ト絃.多多
`蒻

多彩を予髪寿参

Zク多,多姥域多です。多髪を■毛塚
'こ

よつてち

えを{異なうちので、多えば、薙多多分推レL舞

孝多分難″で絃霧芳 ,■ 0´ 多幾多度ですが,カテ

グZ率のファンディ湾の多で ,ま、燿多が多九2つ
攀、平均でち,3雛 :こな |ます。多髪参多多が難

しであれイt霧多が大をを・浜で:i多彩 :こあわせ

て生録することで多髪を多く象髪をえ多
'こ

絃ろ

マ
~こ
とができますが、多多が小各

'・

多て ,こ多髪

:こ二箸してち暮:多 どノブット考三なし
―
を,'う こと

,こなるのです多そして、完多 :こ t孝嘉で平均多

差が2`参難多携
=厖
.1%多多分髪で多えてみたと

ころL義者で :ま移んLな髪孝 :こらわをて三接する

多 :ちがみられた分ですが,後孝で,'千多蒻象で

二多華多こ多 ,■えら麦多そんでした。



多麒了繹呟鬱

そ隧鯰鰊咆勿

贔髪了了鯵蓼 :毛 ■1■ 1脅

そ塚弄坤毛蒻

贔饒でをななや0会 をL

貶饒でなけな猪蠍義 戌

多彩:二考多多
‐
ζ

η手
=す
多■

みて、多つて薫孝霧どうでしまつか ?ク 竜〃

ノの霧ジ多が多りヽた手孝髪 :こ舞 ,テる平均移髪
`;1.季～1.こ能と少し手をみです。しから、ア筆2嚢

髪ころ千髪での議のう|を 勇多か異なる後彙が多多

く、老′夢多
'こ

あたろ夏参舞毅.多輩:;墨甕の孝
分多夕しか議が多:孝多せんをつまりtク 竜ガメ
カ1上縁する考霧移なゑじる躍象変七絃L先 :こ孝
した平均燿髪よシもつとずっとを存をヽ参です.

また、全を毛後こえ陸参髪 :こ比えて参が多くi

多多:;Z,こなつますから、多霧 ,こ主髪すること

で清雪{こ との姦ジ46多霊多多:ま夕乞老甕矯 ,こ贅三くなりま

す.こ の承ラをことを考塚すると、どうち、舞

孝多多場で,■ .ク tガノが多汐
'こ

あわせて二髪

してち大した多 :こ ,まならなレヽまうです.それで
iル 、そこう多彩 :ニタみせてi髪 して{ろ ク三ガ
ノが多4Lのだとするなら:f、 そ才し:;箸 孝のクニ

ガノ鑑よ,こ どの 蒙ケチを■うことなのでしょう多

孝寅脅ι後,上位寿タイ勇ング,こゑ誓す褒彦参彩響
`ニ

ラを24'多彩鑑鋒なえ攀を鯵こ多義発多しかし、
多彩な■で義ラーフガ呟箋懇笞髪が諺::サ霧診簸統:鯵髪へのアクをみが等%窪毅なるケをえる基等,
そ秒ふうなけをそこつ葬て壌彩汐騒豊わが舞後参多すくな等多す。多た.ゑ薙匁舞で修娩繊維

'こ

彩髪
が箕移を・こを推Lる、Й隧毅燿夕が多髪筏多す多と予髪蒙た多すぅ

咆はな蓼ってみら
後%―蓼多為

墾影多彩等多鞣 ●多



丁藝躾虔― 餘膠舞条伶

癸戌鰺 欠八壽仁瑕

多 :■ 27か ら30歳 :こなるまで、九笙秦彰島t象島

=あ
る人ゑ彙滋幸金霧斃 クのを究多をして

'tました。峯箸:=まだ∴重彙t遊,モ ころで、多黎ち
多く残つてしヽました.そんな髪熱を多究したいを
いう考孝が多く蒻れてをましたが、孝時、野多で

生多孝究を羮発す奉:■変えであ響、それをつの党

多のみる孝考が多かつたような気がします.

碁髪この=一テーで線分した峯会髪多の孝手象
移黎んそ多究員み島盪也ちそ参ような変えで易 _‐

た家です多そのような孝多分脅で資議多凄:え :多

奎、象家大学熱移を笏髪多究センター数多i:;しヽ

ろんな霧千髪義して
'・

た作でした。

なli^ごが後を
―
です。理多:;わかりません。孝

後とを
―
うか、多多持ををヽうか.≧

'こ

うL{ヘビが義
みを修がすくをのです`へど参義夕で.ク房をお
りして壌 :デたり,安 分の子多を

':::こ

突孝霧として邊

げた千し亀ことえラ為多ました,大学象奮筆■本発2み

復 り象秦た^どの写多を了夕
'こ

残移行 :テ .髪髪を
考 :′ ようと努力した多ですが.髪貌不二

'こ

毛った

うえ:二 t募 も
'こ

逸多::こ夏募するよう:こなったので

した,

童移え学の学色だつた貴饗麦:=孝 :こなると、拷
ιづ ′ノクを脅残つて,考こ寿方から多島

'こ

多って

をましたっ榜みて為 :こえたとをでした参券三菱髪

考多多家の多多
'こ

後を維めました,笏のごとくた
多をしこた多飲んだところで.後参ソニァクが後
多た多しヽてを`るこれこ免づ孝多した,「ス霧Z、
多ん≒ブュァク、多レLて みて 。娑`1

後,多多ずんそうな多をして、プニックの議を霧
:す ると、拳かられびただしをヽ家の多彦ネットが 一

`

多,こ′二、多を` i_・ しヽ多か、多:ろかをヽと,～ 多か、あつ

多箸分多攀免のみる事二み多 |‐多脅
"ι

、しか1,三

Z二えって
'卜

ろみでし亀.

なが雀んでしヽた家み獲:毎こ,多石垣があつ

そi,こサをシマノザ そサをシママグラ 44
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瞼隧徒箋

・/・ ピの 1脅;発電雀客していること:,、 なんとな
く予を していました。たますこ髪宅の髪で多を教

募れたノヽプの死多が金がっていることなみう多

したし、後繊で孝を′言つて■たら、アヽプの言考1

髪んでなたことも墓浄ました,名 ,重石垣 :こ接ん
でしヽろその理霧者の存在が気 :こ なるのですが、

見て見姦み りをしてし
―
ました,

多 :夏:霧 か菱え霧■の多身の時です。みを鏡ろ

葬参髪、後 :ま言 うのです
`

形多鋳多ん、お多霧になりました争%か象をれこ
手後つてをヽくことあり多せんか ?」

多 ,こ手なって 1シ らうような仕事がなかったの

で、■分L冗後で
弄彦 多、家の石垣これどがおうと思うから、多

塚していつてくれを ,,,。 壺
後 :i多 れ しそうな家 して奪‐―そ {石垣を多索
し嫁るました。午多幸、復す重夕壇を蓬つてうろ

ううしてレヽましたをそして毅参鋒務がぉ

確 均をん。 |ヽそみ、多なでした。テをシマみ

プのえなな数がおって、髪ま
'見
えるんですが,

多れ多そんでしたわ.フ ァ/ヽノヽ多」
そして後 ,■多つてしLった分でした,それ影尭、
石垣を見ろ歿 :こその時参貴霧員t/4象 を4老 :こ
をを^ピが後裏 :こ浮んじ暮よう:こなつたのです。
その後、ス舞氏暴参考で菫え :こ行つて.多多
のながあるわ |夕ですから、そ雑η′ヽ ど:=嫁鍾参

をヽをヽ多夕なのからしれませんら

多
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了餃灯藝邊袢彰巾
一碧貪汐彫藝吝吻贔輻恣ヅー

ここ:こ霧クするクミガプの邪 4右 2́ク ,■、弥ゑ

緒

`tな

存られ l_― 「嬢葬J多轟う孝参葬分 :二あっ
たち分ですc維 20銹午銃、近数を争′みをする弥
登ス,ま髪 :曇場を歳えた争をである脅鐘を復って
義鈴よつな魏形を舞多し、霧の豊作参象りをお
こなつてを'た と考えられてをヽます。
このクtガメが発議壌tた多輩移鐘、拷譲

=寺
≒縁:こ

よって「鵞ゑ髪豪髪多重参考形態を金毛されたえレ
ので、身後象雲蔵多から轟圭した重要文化難の
一つです。この象舞が発えをれる以髪

'■

、修影
:二髪かれるカメ姦嬢、スッポンと考えられるち
のが多かった器で、舞らか:こ クtガメと考えら
れるこの理絃多重な贅として考奮学者から注類
暮れました。このウミガノの多愛鍛、琴髪参鏡
燿に,■推移を稼塚る髪勇があることから、クt
ガメ多の中でちタイマイ、アオラtガ メ、アカ
クミガメを奮をクtガノ多分脅費を確定みれま
す。
また、厖が表多されていなしヽので、メスの可
揚弦が蒸いとな,■考えてしヽますが、管霧 ;ま どう
考えますか? メスであるて多機が墓をヽと考え
るもう一つ彙髪轟:ま、陸上でス舞とクミガメカ1

議会う多孝の基いの′まゝ 霧ブ夢をするノスだから
です.
この多攀準と多象し允タイプの錐舞嬢島多のみ
ならずえ鏡霧、密鍵象、姿多身で見つかってい

ま澤
~。

この象鍔の発ク遊ち、近後遊方めて髪牲
が為ります。ただし、これらの遊域から嬢 l‐ し
てしLろ髪髪 :こ ク三ガメ拷t髪多みれてしヽるの,■見
つかってし1ません。多時,i、 耗文鋒筑の場教筆
が終了して多霧 年 :重 どが髪ぎ、現在を疑じ程度
の平均免猛 ,こをつて■九と考えられます。その

たる、これら燿域のを多妻
`:こ

鍛アルクtガノが
多非:二残ていたちのと考えられますぅそ参たん

=

この霧クを見たなら,ず、この雄域痔弊生え,まア
ルク竜ガメ多産奔を考≒L浮 発ヽ三たことでし豊う.
多 :こ多″考妊な多んでをヽた作生スたちなら、な
つと毎霧ちアルク1ガメ壽老身を霧,こすること
が鍵亥た:`ずです。
ただし、アルクt〃メ:こ して

'■

燿多i季 暮めて
あること、ア芳クtガメ寿誓影がそそ多毒なの
,こ考してZ多が三FI:彰で孝暮れてし≒ろえがそそ
負 ,こなります.著 暮ん霧どう撃かれますか?

屹罠徒ゑ

■
．

碁こ
露多′こ機拷・れた警毒ガメみ毎議象と
ア議今露〃メ多多多彩鰺と考拷

参考まで ,こアルクtガノ多脅婆彙霧を幸段 t
アカクtガノ姦務を百段を二承 しておをます。
4私の多究室み学生みん ,■ 夢タイマイ」 夢アオ

クミガノ影易みを・,;「子ガノJ参考髪毛参考え
ていますぅ )

髪露文化が髪脅した孝げ考:幸～考多でクニガノ

が老寿するの :i、 う月から多躍です,こ み時鯵 ,■
侮生霧 ことつてえ多を客影がスクスクと脅つ拳

簿ですね`霧彙弯つ季多 ,こえ多Jのみを彦 a_‐ クt
ガメの生多力 :こらをかるため、多生え壌iみ薙
を麦舅したのから毎れ íせん

‐ | | 1 17'

多

能
珍



匁孝扮已たノ像嬌己ξη凩

瑣蠍扮餃劣 :鼈癸趾鑢⑫旱鬱餃骰疱なう
洸扮屹屏踪

鰺62多t4孝シア トルで多―甕壼多攀室を霧
奎多か葬凄わち多彩,こ多警食躍の多定が診多さ
れました。壌脅 :i、 急〃な透先化 :こよう多斃象
場が乗えな舞燿をこなってみており、その難髪,i

睦燿だ:すでななく、海ζ:菫みち窮浄1って,≧孝多蓼
た多そんな書、舞峯でな務讐髪後を守り、その

多顔をレクラニーシ多ン.多クt観光Lそ して
学多多究の場として多多しまうと,・ う多彩がお
こりました。霧讐後霧センター鍛学者、多髪家、
観光柔多などの多く多右恵 :こまって接

=こ
れた

みです.
そして蒙孝多堆 :こ燿争会甕 (粂熱を多移し、
ク髪菱尾すべを場所クを教定し、髪多ら多二髪
して多究姥象を多てました,九ゑ農多

'ク
を雛夢

究所ちその一つで、1つ 7多年な持髪凝竹多琴Z姦
:こ設主墓れました`多考,■ .え多「i鴫多名で複一
分拷孝多究姥数でちらつ,多くら髪後を多して
なました。なみでも石多多多 4石須島と多麦多
分斐のサング髪蒻場 のサンゴ多甕とク三〃ノ

多の多奔髪多 ,多脅議す人をち分で呼
~.ま
た多究

多が多年ごとを二交多したたん、多究髪の多薙ご
れこ移々な雀笏維多究がおこなれれました争後
た、多究で饗参かを二なつたことを一象のえ々/‐

多えるたん、多くのイ=ン トを髪を、孝究所菱
:こ後夕 を多 :′、夕霧してしヽることちえきな

多多とりヽえますっ

異菱髪究考えの多孝菫

瞼蝙戌笙

Z多を1多、考二:=参霧センター参多象と多夕をみ

義してをヽた4考Z象諺多教透 ,こ より、九多義務
重:3会嘉多究所 ,i薙銭これることこなりました。
しかし多を年を {髪レ

ー
た峯多究所を考多する分鍛

纂多多:こ勿多な|‐ ことでた 〃後を章録う意見
んi多 く幾各れたことから.■遊を看〃する

'毛グループ寿

`〃
孝参7.葬 孝クiガノ修移夕が

Z考をう:多彩ぎ、名髪,をみ島夕究多
～
二変更しそ

動を妨 :夕て ,ヽ 多す.

髪多幸寿子〃ノ

多彩髪髪多彩形多多多
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参嚢プメ秒霧究

を多究所 ,こおケタろクtガメ研究を■え,ず、第
一,こ多身分老多葬こみる菱の後参上隆 t老参のモ
ニタジング多多があげられます.こ の多甕 ,多
i彦 73年、名簿参多究象であつた場幾多勇たよう

%震 のよつ
'こ

蒻参多を多を、ク1ガメの生象・
老葬の多を多すとい多ものから髪まり多した。
次義者多した奮移燿霧麦 :こより、多系的な方譲
が多立孝れ、その後ち孝多までの参8年費、猛費
のを究多修努力 :こよう髪多か霧統墓れてなまし
たっ爾多後のモニタリング魏参,i今年で多年多
を遊えるのです。最れ ,象 ど髪をヽそニタラング髪
修が行われてしヽ4作 ,■ .霧確 身でを、多みの
多の携だ:′です多
後 ,こも、人三髪多 :こよろ子ガノ多幾多Z麦参
考い、タイマイの多であるカイプン参髪奎など、
多え笏れなしヽ,承 ど参季究が行われてをましたぅ
多会の会髪でもある亀鋳鷲髪鼠難石の携だヶタ
でなくた九多『1:考身分:薫グ全て多髪を動奎し、
多多彩島:こ葬をするウニガノ老葬堆の機要を饗多
んレ,こ しました。こ義蒻髪豪こよってゑ重彙孝みで
多多すべを重安な多後が響らかななつ、多在で
t像蒻堆蓼菱翡宅ををラ発の角変多重な資多と
なつてを
―
ます。これら分多携ち多季究所で霧髪

し、宅拷鋳 ,ニモニタリング霧奎を行つて,Lます。

●了議がなえてくれ発義と
多多携蒸奎で嫁機々なことが舞らか:こなりま
したら多えζブ、みの多でなタィマイのを身を甕
%が , 魏孝でなみて参露みれました。葬本でタ
イマイの老芽が鷲多羅た考霧みれてしヽ4の ,;蒸
の後だけです各

暮らエタイマイ,多姦多ちしく,,2,多年舞際で
数甕参彦穿が毎ろことが多葬これましたら
多″,髪 :こ嫁アカウニガノ、アオク1ガノ、タ
イマイ参軍毯多が老移し:こくることが舞らか,こ
なりましたが.これ ,■舞券鋳 :こえてちとてち珍
し,ヽことでマ

‐
参

菫0多多年生′;ア芳クt〃ノ参老多ラが,二 とんどで
したが、19舞年生で,■アオクtガノ参考葬数が
考え
‐
4_孝 ました。これが打を孝髪して,摯 このか。

シ

“

だ,こよくわかってい多ilん。しかしジ
=を
な髪

髪参麦イ担を示してしヽるのだと碁をヽます。1,8,多
後孝から,9勢多名で、菱寺多の再髪で,■スをく
移が残つています。こ才彰i近 くのを ,こ薙岸髪えt

数多われ、海務が変

`れ

したたるです。霧影発を
クったとを絃、政みか象十年後 ,こ髪れた場形の
多残

'こ

影響がでるなんて、誰 iシ 予懇しなかった
ことですり
髪家を影手:=した緒、たった多多脅の多多や
季究でrit分がること,,そ う多く,iあ りませんι
多多究所が多くの歿象を歿そたのままた3多年象主
ち豊孝残ってをたからです。
しかし髪多分毒4で嫁写を類で残スを孝みら
れることが多くなってをています。多多社会≧

`わ
れれ,f生〃のないことです多 しわし、どん
な,こ磐ををつぎ込んでも乞籍霧(霧てをなを.こ
とが基うます参皓窃をかをすること分ス勢みを後
えることも、これからの柔島季究所参役箋なの
からしれま者ら.

'多

多

'多
彩み幾 多のこ多鶴7参奪 髪寿髪 を考塁多

一
・一一一・一一一一一
一
一

麒
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多彩多%髪盆髪呟彰ζ%



趾必瞑霙

笙會屹たメ

舞
=ク
ニガノ移発会の凝芝Z地のひとつこ、

名降柔室戸墓雄があります,こ こで鐘2を多Z多 7
勇から、姥元参多残務係者の機力を得て、クt
ガメ多多多 `多寃霧動を

`7つ

てそ亥した。
室戸 ,■、奮くから携後が多ん:こ行われ、拷後
髪髪後もカフオそマグダ多グラ墓堆として考えた
堆域でした。後治Z多多、多戸のみを多一つt多
名みをが大歿権を摯り入れたことがをっか,チで、
え多髪
`i室
戸霧′海″を中心に広がってし≧を、

現在ち多要な老発をして多しれてしヽますを
え多み髪:i、 2髪角46参舞:こ たなるスをな髪を
持を維2霧髪甕参珍多彩三菱髪し、夕が多 :ニスをの

を脅つ宅Z髪後夕の一%で、多髪を髪して、墓
捧多をのカフオを務4.ブ ジそタバ、アジなど
多彩多多ななが残れますじニグ茅髪:二 .ク tガメ
が多ってゑってしまう″で すん1.貴髪笏霧ズ多
が多く、海琢が舞をヽてししるので、クミガノが髪
死することな,こ とんどあつません.

躾葬でや菫攣
なたち室″髪多多姥身多宅髪 ,ι .蒙戸孝参姦
霧.三孝、そ名旅霧を室/蒙多え髪を拳を,二多
多毛動を′τつてをヽ多ι

‐
多多戸で,i霧 と垂と二難L

鑢咤子■鍮

拷多するので、霧ち者をヽうちから芝をだし、拳
落多で象新募ん遊をえ遊り,こ

`鋒

,こ ,■髪をさせ
てもらをヽ7_~ウ をまで彙かをヽます多
重～ 2時費を承どでをか房つてくるのでL擁編
をらな 笏́ :こ、2を形髪し、その多 :二、系筆各
ん,こ手夕つてt参■ながら,髪 ,こスぅてしまつ
たクtガノを多:宕 します。多 :こ うう 多́薙じよ
うな多発を多り乏す参ですが、豫を ,二をく度 :こ .
多霧墓ん髪が豚彙し望髪をしてくれたり、珍しを・
たがスったりを.毛髪することがありまそん

`

釜惨て多 :こ えるア拷多亀ガメ

免多多多彩Z多

多多多

■■ 奎 ⑮ 蒻 餘



室要でやラ斃〃ノ灯多

笏斃多7勇 え二ら多縫年12勇 まで
'こ

髪奎したク

ミガノ参象霧t,特多髪以上になり、これまで:こ
ア芳クtガメちアオク1ガメ～タイマイ.オサ
〃メが多多孝れてし`ます。ここでの多な髪多:;、

霧
`こ

多つて入つてしまつたク竜ガノ壽苧多 `多

彩髪多.多Ξえサンプル髪象し多ゑ.髪鋒象葬考参
た場参等多像影、そして葬影をつけて参彦脅で

す多

篠鍼麓焼髪舞菫邊鰺秋甕

髪後をつ :′て蔵流されたウミガメ多重、これま

で :こ多免島、彙葬L室銃、雛歌秦、二重などで
多多見され、多び蒻へと壕これました。幸:==L

琴多脅多重などを凝 り再多糞された髪各ちみ子L

クt〃メ参甕遊ルー トや、どれくらをヽの議議で、
琴影がどれだ :す戎髪するのかを髪べるため奉愛

重な資多 :こなります
`

″π筵省免ザタ 影 箕髪霧7〃多′‐

,シ ||
|||

饉奎

影孝ク1〃メ多多脅て嬢多多彩夕後を残 り脅
:′て、クiガメの行象を毛蒻する霧奎 i多行つて
つておシ、室彩 筏らち毎髪か発髪像をつま′て象

表してをヽます。多″像をつ :′ ることで、多幾多

多だ :すで霧%ら な0し、度を1%の 書を裁多:なスイ
まわるク三ガノたちの多後が少しずつ疑らか :こ

奪ってをましたヶ

ゝ珍斃多輯競甕

後 :こち、死んで多孝など,こ多ち らどられた後

多が易れイ多髪を行を■ クミガノの食髪を彦象

:こつをヽての髪奎をそ7を ま`す。

菫葬藝毛秒これがら

舞孝ウミ〃メ多彩多が室戸髪奎Z毛で,ク t
ガメの霧奎・髪究承動を髪みて為毛年多費,4
そが多葬髪究者身を考えて,Lろのこ、室戸のみ

等募んを多4.貴象多
=そ
多機t毛嫁みえたち

が翡力してくだをってしヽ4おん2どです多室戸家
多象が不を維髪をで4.進んでクtガプの多奎
をしてくだをつてしヽます=これからちL堆蒻髪
″́多 :こなリクニガノの多奎をグ髪つて行をた

'・となつてをヽます,

葬考ノイえすこよう多重

彦髪 多発ア勇多彩〃ノ

勧Z髪多咆甕券髪多多象毅の多霧多寃シ

銹
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多瞼趾

1屏倅蛉鞣贄呻容でマそてイ|11:=|`■「′||■|11■rrit11.=r
2霧年 1菫舅 1多 輩(i,-20髪 4月 :二重係象牙奪、名こ宝奪、多後なモ
笏ち′霧肇孝クtガノ多彩が舞多孝れました,
今多彩の作多な.なんと多つてみ蒻外からのを基者が多かったこと
ですぅ
」承毎のよう,こ .舞 孝で生多れたアカラニガノ,■ノそシ=珍孝で考ちL
Zジ夢のたみ:こ 簿本‐‐・と多つてをます`そのたら、それを像多するなら
,f,葬 孝を協力してそられごとをヽうことで、アメジカ多鋳

`参
14● f.

′ιうla`チ氏そう:多 7を 発
`2角
多影氏が、メキシ奪のパノヽ・カジフォルニア繊

孝でクtガノ多彩を実髪し拳みた象髪者を遊れ、舞孝こ呼びか,翼こを
たのでしたこ
参務者み多墓んの理者を多て、
を多多多の名者が交わした多手 :

とてら攀亥難でした。
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■■
多彩義
り、 今
蒸峯 ′́
t.ま し́

′考多●多多彩多 ,こ 鍵先琴.7髪多全多多多多多多
`多
r多多夕をしただを多義亀´

勇多彰多ん脅琴ちて参多多多多:幸 義タイ多すみ
姥多子フデ′ジ発ラー/ 多彩ゴゑ ヱ子子ケ毛ファ 髪彩鰤勇多重多毛

瞼了多弄多宦021多 ゐ́●多多多ζず■■|■
毛多:駈 :Lち 舞塚幸了鬱毛〃ノ影が■多靡参褒〃ノ
タ疵ち考7難 葬多髪え多諺発.多攀ち髪をやつら,こ
毛了することがでな家蓼姦とtF惨飩寡亀だを多
套亀鞣多徘笏t饂髪をやけ移 ,こ鏡塚 {鍮4窄 懇立
イ多す多

数霧鯰参亀〃ノタ能:蓼
'多

多7多能露髪舞 :をシー:髪
髪 :了 :膊子■でやけ多てす多多――魏繹多鱚多讐
ても参甕して穿多すやでtそうもち√髪

'7を
つLを

´このを■:婁免多議難二ニティ影髪券多彩ゴゑグルーープ多麒像蒻2を燿。み券骰窺多髪′′てうL多すを

鰺雖奎雖鰺饂奎饂霙



蛉佗吝髪抒聰乏蝙ジ鰤虔

膵巡不蓼會瞼たメ鰺

1氣葬‐多厖多多多1舎1身〃ン|夕阜|夕 2ター́■■■|■||■

黎
藉

: 聰嗜秒
骰鰺晰鼈

21C7年 2髭 秦葬.袢戸塚′ii髪ネールで「ジバイプラみが多残多多
彩華を峯多多多で舞移 しました全幾多髪難豹舞えが多嬢 し、え霧

湾燿遊グシク三ガプを、それを教多をく髪鏡参Z義を多考 しながらt
孝見を交夕 し易をL多 した,

大霧湾でち、兵Z象髪石市の多を、〃'発本多残ヶ島などで 1ク舞年

`t発

.参 アカラミガノ参考ラ「が多霧多れており、Z多毎年 :こ 1レ戒ヶ島

で毛多ん1%Z募 れてしヽろを、多くのウtガノ脅後ををしただを多し
た。舞髪レLを くた霧拷 ,こ ちクt〃ノがそつて孝てを卜るのです,
しかし≒これ政でえ銭拷形毛でクtガメの髪奎を:τって多多し
亀が、■をてみクt〃ノ:二会 多ようも、死んでを・ろクニガメ:こ 羅
会 多方が多をヽ多です多
しがち.象擁 したクニガノ :こを多彩な奪を,て貴多拷で塚巽する
を44髪多幸彰髪悴が脅らから多競 ,こらったと予奪存れる作です

`

考えれ類、え葬袴や多多易疑燿で絃霧多鏡行う機 しをヽし、多髪

髪多ち霧発です`ク 三ガノ:こ とつて ,■ とてつそぅなくゑ物を考な命
です。と鍛をヽつても、多の統η ,こ髪級を彦えろ参:,多老てし二多

し、多髪をそんるわ :′ ,こをりしかな■わ ,すです。協移多み%で彩多
を多れ、をヽをつをLた霧多′

`.貴
霧湾そそ参Z班でクt〃メが多をL

毒夕脅するの絃梁理で ,うなし'かぅなら,I、 多移参像多の多三かみ、

多れたク竜ガノ:iそ多多多多燿老ず :こ、多多 してそうL彦纂を発を
多 :こ髪舞な場所で象裟タベをで雄≒としヽ ラ霧 :こ なつ亀のでした多

今Z'iそ のZえのお多多葬だつた多 :すですが、多れ好意鋳な三募
を,しただをました。

多 Z名で ,■、髪多分会多乞霧麺多::こよろ墓髪多多′≫後、多〃琢参

考考孝 ,こ象多ってしヽただを.貴蒸拷多髪禁考.多多なZえを,.た
だを重した。一鑑参議をからち看脅 ,こ多彩そ多見が発夢交秦、え

:要多分ク1〃プをど多するべか幾多を展髪しました。
多2纂′
=裂
多場で夕多をしながらのディアカプシ雰ン争こちら,こ

ち多く分方 ,こ ご多幼をヽただ孝花承髪な鋒髪を髪ごすことが名′′

した.参髪をヽただしヽたみなξますこ.教みてお4孝 し上イますr

第1舞で,■、発会の多髪亀蒻彦笏
'こ

友

ろ基策髪裟「角が義実るん・?ク t〃メ
のために毒の後、奪費家を整■て、デ

ィスカプシフンを行←ましたし

|||||

角え,・ _‐ て右から,多 毒裂資 4久霧 '多
漁協 Zを会会長)、 髪妻竹行〔務孝象
象を究%髪髪を後シ.舞 野髪冤 (策菫え
学大学銃教笏 .花琴晃一

`致

ヶ易を髪
してする会).井 11箸尭 4=交雀幾多珂
′::鷲整事多′)、 多沢髪多

`季

本ク1〃
メ多多金シ豪後多:多

■ 鰺晰了炒多  ‐       ‐鶉趾詈饉屹多餃

後髪■たアイを,■ 4舅′′た多多´=イ
ニ フア夢ら考多髪多脅 ル́イテ

趾袂鼈え0けや

:多シ ,こ慈霧孝 l´ ニイi=プデ ジ考ア″′

鯰
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髯



烙鼈捗聘炉
勒隧

不甑虔―孝フ驀シはフ勇レジ平扮轟たメ己楼吝蓼

家魏ゑ者にまま一髪農後がかかりません孝
アマプンで多轟をご購入参姦:■ .

ぞ ひ 塞 会 承 一 九
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